
地域提案型

平成23年度 採択内定案件

I．提案事業の概要

1．国名 ラオス

2．事業名 ⾹川らしい国際協⼒プロジェクト「ラオスビエンチャン県バンビエン郡うちわ産業振興⽀援プログラム」

3．事業の背景と必要性 ラオスビエンチャン県バンビエン郡では、農業や漁業が主な収⼊源であるが、地域住⺠は、閑農期に⽵細⼯を販売するなどして現⾦収⼊を得、⽣
計を補っている。

このため対象地域の住⺠は、普段から⽵を扱い慣れており、また、事業実施地域は、⽵が多く繁殖しているため、材料の確保も問題はない。

また、バンビエン郡には農林研修センターがあり、平成12年から周辺地域住⺠を対象に農林業の技術指導等を実施していることから、当施設を拠
点として活⽤することで効率的にセミナー等を開催することが可能である。

⼀⽅、本県では、古くからうちわ産業が盛んであり、うちわの全国シェア90％を⽣産するなど、うちわの⽣産・販売に関するノウハウを蓄積して
きている。

以上のことから、⽵の扱いについて知識と技術を持つバンビエン郡の地域住⺠を対象に、本県が有するうちわ製作・販売技術を移転することで、
住⺠の所得を向上させることができると考えている。

4．プロジェクト⽬標 うちわの⽣産・販売による対象地域住⺠の所得向上

5．対象地域 ラオスビエンチャン県バンビエン郡

6．受益者層（⼈数規模） 相⼿国協⼒対象機関である農林研修センターの周辺地域住⺠

7．活動及び期待される成果 <成果>

地域住⺠の⼿によりうちわが⽣産されるようになる。
うちわを販売するための販路が整備される。
⽣産・販売に係るマネジメントの仕組みが整う。

<活動>

現地住⺠等を対象としたうちわの製作販売に関するセミナーの開催
本国におけるうちわ製作セミナーの開催
プロジェクト実施中収集した情報等の提供
研修⽣による成果展の開催
現地の状況把握、関連施設の視察 等

8．実施期間 平成24年度〜平成26年度

9．事業費概算額 29,997千円

10．事業の実施体制 ⽇本側︓FUNFAN実⾏委員会（⾹川県）
ラオス側︓農林省開発普及局農林研修センター

II．応募団体の概要

1．団体名（提案⾃治体） FUNFAN実⾏委員会（⾹川県）

2．対象国との関係、協⼒実績 ⾹川県では、平成13年度から平成18年度まで、農業畜産、看護分野において研修員を受⼊れるとともに、職員等を派遣してラオス国の発展のため
協⼒をしてきた。

また、FUNFAN実⾏委員会は、学校や⼤使公邸等におけるワークショップやイベントを通じた⽂化交流を⾏っている。


